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1. はじめに 

渋滞や交通規制などの道路交通情報をドラ

イバーに知らせる方法の 1 つとして、渋滞情報

取得システムVICSが利用されている。VICSは、

道路管理者から情報を収集し、処理・編集を行

いドライバーに伝えている。しかし、受信の環

境によってはタイムラグが生まれる。 

本研究では、携帯回線を使用せず MANET を用

いてタイムラグの問題を解決する方法を提案

する。 

2. 既存技術の問題点 

2.1 VICS 

VICS の問題点として 2 点挙げられる。1 点目

は、情報収集、通信、処理、編集の関係で、5

分から 10 分程度のタイムラグが生まれる点。2

点目は情報を得ることが出来ない区間がある

点。道路管理者の交通センサーが設置されてい

ない区間は渋滞状況を把握し続けることがで

きない。 

2.2 Google マップ 

 Google マップの問題点として、ユーザーがデ

ータを取得、提供する際にデータ通信量が発生

する点である。あらかじめルートを Wi-Fi 環境

下などでダウンロードしておく方法もあるが、

渋滞状況の変化をリアルタイムに伝えること

ができない。 

3. 提案手法と実験 

提案する手法は、スマートフォンで構築した

MANET でアドホック通信を行い、渋滞情報の後

続車への伝達を行うものである。渋滞・混雑の

検知、情報を中継、情報を受信、先行車を判定、

これら 4つのアルゴリズムを用いて渋滞情報を

伝達する。本研究では先行車の判定を行うアル

ゴリズムの実験を行った。先行車の判定を行う

アルゴリズムのアプリを作成し、シミュレーシ

ョンを行うことで、アルゴリズムが有効である

か確認する。 

想定環境のイメージを図 1 に示す。実験は一

般道路の片側 1車線で図 1の環境を想定して行

った。車両 A から E は渋滞状態であり、枠で囲

われている車両 C は自車とし、実験端末が備え

られていると想定する。 

 

図 1．想定環境イメージ図 

 アプリには、車両 A,B,D,E それぞれの位置、

進行方向、渋滞情報を模した疑似情報を入力す

る。アプリには予め車両 C の位置と進行方向の

情報を与えており、入力された情報と照らし合

わせ判断を行う。先行車の場合は渋滞情報を画

面に表示する。 

4. 実験結果と考察 

 実験を行った結果、車両 B を先行車と判定で

きた。アプリに表示された値を表 1 に示す。 

表 1．表示された値 

 

表 1 より、他の車両からの情報は先行車でな

いことを判定し、渋滞情報の表示を行わなかっ

た。問題点として、中継の終わる基準を決めて

いない点がある。中継範囲内に車両がいる限り

伝達され続けるため、中継範囲や時間の限定に

より中継しない条件を加える必要がある。 

本研究では擬似情報を用いているため、実際

の位置情報のデータを用いて判断していない。

今後の研究では、複数台の端末を車両に乗せて

実際の利用環境と同条件で実験を行うために、

渋滞・混雑の検知や情報の中継のアルゴリズム

の検証を行う必要がある。 


